
 

新 共生社会仕組みづくり外出支援モデル事業費 

 

１ 目 的 

  誰もが支え合い、受け入れ合う持続可能な共生社会の実現に向けて、交通不便地域にお

いて移動手段に困っている人々を、地域住民、市、ＮＰＯ等が互いに協力して支える外出

支援モデル事業について、県としてもスタートアップを後押しする。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

２ 補正予算額  ７９５万円 

 

３ 事業内容 

  県は、ＮＰＯ等が開催する住民向け説明会や担い手向け研修など、スタートアップを後

押しする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 事業実施地域 ５市（10地区） 

  平塚市、小田原市、茅ケ崎市、秦野市、綾瀬市 

 

５ スケジュール 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
   

 
 
 

 問合せ先 

 福祉子どもみらい局共生社会推進課 課長 一柳 電話 045-285-0736 

[地域住民] 地域ドライバー、付添人（ボランティア）の確保 

[市] 地域住民との調整、駐車場の提供等 

[ＮＰＯ等] 事業のコーディネート 

[社会福祉法人等] 車両の提供 

      移動を手助け 
商業施設 

駅・病院等 

移動手段に 

困っている人々 

（高齢者等） 

県  

地域が主体的に協力して 

支える取組みを後押し 交通不便地域において 
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試行運行 本格運行 地域による自走化準備 地域による自走化 

他地域へ普及（情報交換・事例集の作成） 
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県 スタートアップ支援（説明会・研修経費等） 


